[image: image2.png]icon galley
San Francisco





[image: image1.jpg]



　




主催：日本商工会議所　全国商工会議所青年部連合会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 企画 平成15年度研修委員会
企画協力・旅行主催：株式会社奄美エーストラベル　本社営業所

近畿日本ツーリスト株式会社　神田法人旅行支店


日程（案）
	日
次
	月 日 曜
	発着地／滞在地名
	発　　着
現地時間
	交通機関名
	摘　　　要
	食
事

	１
	2003年
 11月17日
（月）
	日本商工会議所

成田空港第２ターミナル

東京(成田空港)発

サンフランシスコ着

サンノゼ着
	11：00

14：00

16：00

18:00

10:00

14:00頃

17：30

～

　19：30

19：30

～

　21：30
	　
貸し切りバス

航空機

専用バス
	日商会議室に集合

昼食＆オリエンテーション

内容（案）

１．メンバー自己紹介

２．今回の視察先＆旅行意図についての講義

　　　講師：群馬大学　下田博次教授

３．旅行内容説明

バスにて　成田空港へ移動。

成田空港到着ご搭乗手続き

空路、サンフランシスコへ

【所要時間：9時間15分】

着後、サンノゼへ

着後、ホテルにて休息

〔業務視察〕

1 サンノゼ商工会議所との交流会

内容：サンノゼ商工会議所の方からの講義
   “サンノゼ商工会議所と

　　　　　シリコンバレー・ネットワーク“

　意見交換会および交流会

（於：ホテル会議室）

＜サンノゼ泊＞
	×

機

×

夕

	２
	 11月 18日

（火）
	サンノゼ滞在
	09：00

14：00

19：00

～

　21：00
	専用バス

専用バス

専用バス


	〔業務視察〕

②インターナショナル・

ビジネス・インキュベータ（IBI）視察
③昼食後、実際の入居日系企業視察

  IBI入居or卒業日系企業との交流会

＜サンノゼ泊＞
	朝

昼

夕

	３
	 11月19日

（水）
	サンノゼ滞在

サンノゼ発

サンフランシスコ着
	09：00

午後

15：00
	専用バス

専用バス
	〔業務視察〕
　④シリコンバレー・ネットワーク視察

陸路、サンフランシスコへ

着後、ホテル到着後フリー

　　　〈サンフランシスコ泊〉
	朝

×

×

	４
	 11月20日

（木）
	サンフランシスコ滞在
	09：00

14：00

19：00

～

　21：00


	専用バス

専用バス


	〔業務視察〕

⑤SCORE視察

⑥コンパスポイント　視察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北加日本人商工会議所（JCCNC）との交流会

＜サンフランシスコ泊＞
	朝

昼

夕

	５
	 11月21日
（金）
	ホテル発

空港着

サンフランシスコ発
	8:30頃

9:30

11:50
	専用バス

航空機
	サンフランシスコ空港へ

すべての視察を終え空路、帰国の途へ

【所要時間：10時間40分】

〈機　　内　　泊〉
	朝

×

機

	６
	 11月22日

（土）
	東京(成田空港)着
	15:50
	
	通関手続後、解散


	機

×

×


発着日時および交通機関は変更になることがあります。朝…朝食、昼…昼食、夕…夕食、機…機内食

時間帯の目安　午前･･･8:00～12:00　午後･･･12:00～16:00　夕刻･･･16:00～18:00　　利用予定航空会社：日本航空、全日本空輸

利用予定ホテル：（サンノゼ）CROWNEPLAZA　（サンフランシスコ）PARC55
翔生塾アメリカ視察予定先概要
NPO　(Non Profit Organization)
非営利組織。政府や私企業とは独立した存在として、市民・民間の支援のもとで社会的な公益活動を行なう組織・団体。（大辞林より）。行政が補えない公共的なサポートの手法としても注目され、コミュニティビジネスのあり方の一つとして考えられる。

シリコンバレーとは？

JV:SVNが定義するシリコンバレーとは、サンタクララ群、サンマテオ群、アラメダ群、サンタ･クルーズ群を併せた

地域で面積は2,400ｋ㎡、人口は約230万人、全米の他の17州よりも多い。人種構成は、白人5５％、アジア系26％、ヒスパニック21％、アフリカ系アメリカ人3％、その他5％、また年令構成は、0～9歳14％、10-19歳13％、20-44歳42％、45-64歳21％　、65歳以上10％となっている。

（JOINT VENTURE’S 2003 INDEX より）

ジョイント・ベンチャー・シリコンバレー・ネットワーク（Joint Venture: Silicon Valley Network）

通称JV:SVN
1992年に、サンノゼ商工会議所のメンバーが中心となり、シリコンバレーの地域再活性化を目指して作られたNPO。シリコンバレーの社会環境の改善、経済再生のための総合計画を行政区を越えて作りだし成功した。シリコンバレーのハイテク企業経営者と政治家がリーダーシップをとり、立案した市民参加型の社会経済再生計画で、NPOと行政のパートナーシップのモデルとなっている。現在も、世界的な競争力を持ち、持続するコミュニティの確立に向けて、多数の企業、州政府、教育機関、地域団体、個人などがそれぞれの立場や提案を尊重しつつ、協働して、経済活性化や生活の質的向上を目指した様々なプロジェクトを進めている。

サンノゼ商工会議所

　1886年設立。シリコンバレーにおける生活の質の向上と経済発展促進を目標に、メンバーに対する情報の提供、ワークショップやセミナーの開催、無料カウンセリングなどを行なっている。現在のメンバーは、約2,500名、そのうち約60％が従業員10名以下の事業主である。（全体としては、18万人以上の雇用がある。）

シリコンバレー・ネットワークの設立の中心となったのが、サンノゼ商工会議所の指導者達で、現在もサンノゼ商工会議所のＣＥＯは、シリコンバレー・ネットワークの理事会のメンバーである。

インターナショナル・ビジネス･インキュベータ(　International Business incubator) 通称　ＩＢＩ

シリコンバレー・ネットワークの中の1組織で、1996年に産・官・学共同の出資（サンノゼ市、サンノゼ州立大学、Pacific Gas & Electric Company、Bank of America AT&Tなど）で設立されたＮＰＯ。

初めてアメリカに進出する海外のベンチャー企業や中小企業を支援し、シリコンバレーの企業や組織とのパートナーシップをつくりだすことを使命とし、施設貸しや各種ビジネスサービス、入居時の仮オフィスの設置や、事業開始オリエンテーション、アメリカの商習慣等についての研修等のサービスなどを行なっている。現在、日本を含む10カ国から20以上の企業の支援をしている。

　

ビジネスカフェ（Business Café Inc.）

　999年1月IBIの中に設立。資本金25万ドル。翌年4月に東京に設立された、ビジネスカフェジャパンと提携して、米国に進出しようとする、あるいは米国に進出している日本法人、各種団体、および日本に進出しようとする、あるいはすでに進出している米国法人を主たる対象として、ビジネスサポートサービスを提供し、日米の事業協力ネットワークを構築し、両国の産官学協力関係を進化発展させることを目的として事業を行っている。

2000年3月、同社はIBIとのジョイントプロジェクトとして、ベンチャー企業をはじめとする事業者に対しリーズナブルな料金で高い品質のビジネスリサーチを提供することを目的に、IBI内にMarket Research Lab.を開設し、スタンフォード大学、サンノゼ州立大学、カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）等の教授・大学院生を中心に、シリコンバレーの民間コンサルタントの協力も得ながらリサーチ活動を行なっている。

SCORE　(Service Corps of Retired Executive Association)

1964年に設立され、中小企業にカウンセリング（E-mailによるものも含む）やセミナー、出版物などの形で経営指導を行なうNPO。当初この活動を支えていたのは、経営者を引退した人達や、管理職を退職した人達のボランティアであったが、現在は、さらに現役経営者、管理職も加わり、10,500名のボランティアが、全米389のオフィスを通して、中小企業の発展と成功のために無料のアドバイスとカウンセリングを行なっている。本部は、ワシントン。主な資金源は日本の中小企業庁にあたるSBAからのものである。

コンパスポイント（Compass Point Nonprofit Services）

１９７１年、NPOセクターの急激な成長に伴い設立されたNPOの経営支援組織。2000年１月から団体名を｢ＮＰＯサポートセンター｣から「コンパスポイント」に改称した。コンパスポイントの理念は、NPOが地域に最善のサービスを提供できるように団体の運営を支援すること、NPOの連帯を促進させることでNPOセクター全体の発展に寄与することである。このミッションを達成するために、NPO経営に関するワークショップやコンサルティングをはじめとするサービスを提供している。
北加日本人商工会議所（JCCNC）

北加日本商工会議所（JCCNC ）は、1951 年、日米間のビジネスや友好関係の発展、及び会員同士の 友好を深める為に設立され、北カリフォルニアにある、製造業、銀行・金融関連、運送、貿易、等々の日本の関連会社およそ 400 社が会員として登録している。活動は、4つの部会に属する委員会によって運営されている。


（翔生塾アメリカアドバイザー）

1942年生まれ。早稲田大学第一商学部卒。群馬大学社会情報情報学部大学院研究科教授。

NPO人財教育視察団団長、市民立NPOカレッジ理事、群馬県ＮＰＯ委員会会長

ＮＰＯ富士山クラブ副理事長など、多数のＮＰＯ関係の役員を務め、ＮＰＯ推進活動を積極的に行なっている。

· 今回視察に通訳として皆様に同行するのは、現ＭＢＡ留学生の齋藤　浩明さんです。彼は、ＭＢＡ取得のために、

５年間勤めた鐘淵化学（カネカ）工業(㈱（内３年は米国勤務）を昨年退職、現在ﾍﾟﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ州立大学で経営学を学んでいます。




募集要項・旅行条件　

■旅行期間： ２００３年１１月１７日（月）～１１月２２日（土）：４泊６日

	■旅行代金
	\３１８,０００

	■最少催行人員　　　
	３０名


＊算出人員に満たない場合、旅行代金はアップします。

■申込締切日： １０月８日（水） 必着
●旅行代金に含まれるもの

①宿泊料金
デラックスクラスを基準とした宿泊料金（２人１室基準）
利用予定ホテル…サンノゼ：CROWNE PLAZA SAN JOSE
サンフランシスコ：RENAISSANCE PARC 55
②食事料金
朝食４回、昼食2回、夕食3回：別紙日程表をご参照下さい。

③利用交通機関の料金　 別紙日程表に記載された団体行動中の乗り物料

④団体行動中の料金
団体行動中のチップ、税金・サービス料

⑤手荷物運搬料金
お一人様一個(航空会社規定範囲)

⑥現地空港税　　　　 　アメリカ(\5,800-)および成田空港税(\2,040-)含みます

⑦航空保険追加料　　　 日本航空の場合（\1,000）含みます

⑧添乗員費用
東京発着にて1名が全行程同行いたします。

⑨主催旅行保険料

⑩事務費用　　　　　　実施計画書印刷費用、JALマップ、郵送費用、通信費等の事務作業諸費用

· 上記代金はお客様の都合で利用されなくても払い戻ししません。

●旅行代金に含まれないもの

上記以外は旅行代金に含まれませんが、参加に当たって通常必要となる費用を例示します。

①超過手荷物料金
航空会社の規定範囲を越える部分

②個人的性格の費用
上記に含まれない食事代、クリーニング代、電報・電話代等

③旅券印紙代
＊５年有用旅券　：\10,000-


＊１０年有用旅券：\15,000-

④食事の際のお飲み物代金

⑤クリーニング代、電話代、飲食代等の個人的性格の費用

⑥その他
日本国内における交通費、宿泊費等上記に明示されていない費用
●渡航手続代行

この旅行には有効な旅券が必要ですが、当社でその手続きを代行する場合の料金は下記のとおりです。

①米国の出入国記録書の作成代行費用　
  \4,000-

②米国無査証手続き書類の作成代行費用　 \2,000-

③旅券申請書類の作成代行費用
　  \4,000ｰ

 (注)　イ．各該当料金は合算して申し受けます。

　　 　ロ．上記渡航手続料金に関し、消費税(税率５％)を申し受けます。

●追加旅行代金（該当する場合は旅行代金の一部になります）

①一人部屋追加費用………………     \61,000-（4泊分）
●取消料

お申込み後、お客様の都合で参加を取消される場合は次の取消料をお支払いいただきます。

1.
旅行開始日の前日から起算してさかのぼって、30日前から３日前までの取消し
旅行代金の 20％

2.
旅行開始日の前々日以降旅行開始までの取消し
旅行代金の 50％

3.
旅行開始後の取消し および無連絡不参加
旅行代金全額 

●旅行契約と契約の成立

1. 本旅行は近畿日本ツーリスト株式会社神田法人旅行支店が主催するもので、参加される方は当社と

主催旅行契約を結んでいただきます。契約は、当社の承諾と申込金の受理をもって成立するものとし、成立日は当社が申込金を受理した日とします。

2. ご旅行代金は、2003年8月29日現在の運賃、料金並びに前記条件（最少催行人員30名）による団体の

場合を基準にしておりますので、それらの条件に変更があった場合は旅行代金を変更させていただくことがあります。また、ここに記載のない事項については、別途の募集規定・弊社旅行業約款によりま

●確定日程表

確定した航空機の便名や宿泊ホテル名が記載された確定日程表は、ご出発の前日までに交付します。ただし、出発の７日前以降にお申込の場合は旅行開始日当日に交付することがあります。なお、交付日以前であってもお問合せいただければ手配状況についてご説明いたします。

●お申込方法 

添付のお申込書をご記入のうえ１０月８日（水）までに、下記奄美エーストラベルあてご送付ください。

追ってご出発までのご案内をさせていただきます。

	旅行業務取扱主任者とは、当支店での取引の責任者です。この旅行の契約に関し担当者からの説明にご不明な点がありましたら、ご遠慮なく上記旅行業務主任者にご質問下さい。当店の一般旅行業務取扱主任者は以下のとおりです。

一般旅行業務取扱主任者：㈱奄美エーストラベル:田町 まさよ

近畿日本ツーリスト：田ヶ原聡、青木淑浩、大溝哲也


	◆ご旅行をより安心できるものとするために、お客様ご自身で旅行保険（疾病・傷害・盗難等）に加入
されることをお勧めいたします。 


	〈その他のご旅行条件〉

①旅行契約内容・代金の変更／天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関のサービス提供の中止、官公署の命令、当初の運行計画によらないサービスの提供その他の当社の管理できない事由が生じた場合、契約内容を変更することがあります。またその変更に伴い旅行代金を変更することがあります。著しい経済情勢の変動により通常予想される程度を大幅に超えて利用する運送機関の運賃・料金の改訂があった場合は旅行代金を変更することがあります。増額の場合は旅行開始日の前日から起算してさかのぼって15日目に当たる日より前にお知らせします。なお、本旅行代金は平成15年8月29日現在の運賃・料金を基準としております。②標記の最少最催人員に満たない場合は旅行を中止することがあります。この場合旅行開始日の前日から起算してさかのぼって23日目に当たる日より前に通知します。③取消料／当社の責任とならないローン、渡航手続き等の事由によるお取消の場合も取消料をいただきます。ただし、次の場合は取消料をいただきません。旅行契約内容に次のような変更またはその他の重要な変更が行われた時。(1)旅行開始日または終了日の変更(2)観光地・観光施設・その他の目的地の変更(3)運送機関の種類または会社の変更(4)運送機関の設備・等級のより低いものへの変更(5)宿泊施設の変更(6)宿泊機関の客室の種類・設備・景観の変更。運賃・料金の変更に旅行代金が増額された場合。当社が標記の日までに確定日程表を交付しない場合。当社の責に帰すべき事由により当初の日程通りの実施が不可能となったとき。④当社による契約解除／旅行代金を期日までにお支払いいただけない時、申込条件の不適合、病気・団体行動への支障その他により旅行の円滑な実施が不可能な時は当社は契約を解除することがあります。⑤当社の責任／当社または当社の手配代行者がお客様に損害を与えた時は、損害を賠償いたします。（お荷物に関する賠償限度額は原則として１人15万円）⑥特別補償／当社はお客様が旅行参加中に急激かつ偶然な外来の事故により生命、身体、手荷物に被った一定の障害について一定の補償金および見舞金を支払います。⑦旅程保証／旅行日程に前記取消料の項目に掲げる重要な変更が行われた場合は約款の規定により(1)は旅行代金の3％(2)から(6)は2％、また各号がツアータイトルに掲げられている場合は5％に相当する額（ただし旅行開始前に変更が行われた場合はそれぞれ半額）の変更補償金を支払います。サービス提供の日時およびサービス提供の順序は対象外とし、一旅行契約について支払われる変更補償金の額は旅行代金の15％を限度とします。また一旅行契約についての変更補償金の額が千円未満の場合は、変更補償金は支払いません。また、当社は変更補償金の支払いを物品・サービスの提供で代替することがあります。⑧別行動については、当社は求めに応じてお客様が、本旅行の日程から離れて行動するための手配を受け付けることがありますが、この場合当該別行動の旅行は手配旅行契約に基づくものとなり、前記特別補償の（または、「上記、補償金、見舞金の」）摘要はありません。⑨お客様の責任／当社はお客様の故意または過失、法令もしくは公序良俗に反する行為により当社が損害を被った時はお客様から損害の賠償を申し受けます。⑨このパンフレットは旅行業法12条４および５にいう説明書面、契約書面の一部になります。⑪ここに記載のない事項については当社は主催旅行約款によります。⑫当社旅行業約款をお求めの方はその旨お知らせください。⑬当社はいかなる場合も旅行の再実施はいたしません。




	お申込先・お問合せ先

今回のご旅行に関するお問い合わせは、些細なことでもお気軽に下記の旅行会社へお願いいたします。

	㈱奄美エーストラベル　本社営業所

TEL0997-52-3773　FAX0997-54-2185

E-mail：amami-ace1@po2.synapse.ne.jp
担当　田町・盛田


	旅行主催

	近畿日本ツーリスト株式会社　神田法人旅行支店

TEL03-3259-1122　FAX03-3259-1222

E-mail：tachikawa021983@mb.knt.co.jp
担当　太刀川（たちかわ）・五十嵐・山田・渡瀬


ＹＥＧ翔生塾　アメリカ研修





平成15年１１月１７日（月）～２２日（土）


訪問地：シリコンバレー（サンノゼ）・サンフランシスコ


募集人員：3０名





視察目的





それぞれの地域経済の一翼を担う私達ＹＥＧ会員は、自分達の地域のためにどのような貢献ができるでしょうか？日本経済がますます混迷の度を深める中、地域再生のために、今まで以上に強いリーダーシップ、そして確実な成果を上げる事が私達に求められています。


平成15年度商青連では“会員のより具体的なメリットにつながるビジネスチャンスの提供”を運営方針の一つに掲げ、ビジネスネットワーク構築、コミュニティビジネスのフォロー、産学官協働の促進などを重点施策の一つに掲げています。


平成１５年度研修委員会は、翔生塾アメリカ、視察先を決めるにあたって、NPOの研究における日本の第一人者として知られる群馬大学社会情報学部下田　博次教授に研修のアドバイザーとして情報を頂きながら、地域再生のモデルとビジネス支援関連のＮＰＯ視察、現地における日本人関連企業の活躍という観点から、世界中の候補地の中から、シリコンバレーとサンフランシスコを選びました。シリコンバレーはご存知のように、アメリカ経済を支えてきたハイテク産業などの中心地でベンチャー育成事業に非常に熱心な地域です。しかしながら、1980年代後半、シリコンバレーも深刻な産業の空洞化に悩まされていた時期がありました。それをもう一度再生させようと、地元サンノゼ商工会議所のリーダー達が中心になり、産官学民がそれぞれの立場を尊重しつつ、共通の地域再生という課題解決に共同で取り組むという(ジョイントベンチャー方式)：シリコンバレー・ネットワーク（JV:SVN）というNPOを1992年に設立しました。この組織は、産業規制緩和、社会環境の改善そして情報基盤の構築など様々な分野で、所属企業、団体の枠を超えた数多くの活動を行ない、同地域の経済停滞からの脱出の原動力となりました。


平成１１年度翔生塾視察先も、アメリカ、サンフランシスコ、シリコンバレー、ラスベガスでしたが、当時、シリコンバレーはハイテクバブルにわき、アメリカ経済の絶頂期にありました。それから４年、ハイテクバブルははじけシリコンバレーは、再度　危機に直面しようとしています。今こそＮＰＯのようなコミュニティビジネスが　必要とされる時です。今回は、ＮＰＯという視点から2つの地域をじっくりご覧になって頂きたいと思います。


コミュニティビジネス成功の鍵は、産・学・官の立場を超えた共同作業にあると考えます。この視察が参加者にとって、“視点を変える、視野を広げる、新しい行動パターンに挑戦する”ための絶好のチャンスになると確信しております。


皆様のご参加を心よりお待ちしております。














翔生塾アメリカ視察内容についてもっと知りたい方





ＹＥＧ向けグループウェア“エンジェル・タッチ”内電子会議室で詳しい情報を得たり、お互いに意見交換したりすることができます。（視察参加者以外でも参加可能）


お問い合わせは、E-mail　� HYPERLINK "mailto:amami-ace1@po2.synapse.ne.jp" ��amami-ace1@po2.synapse.ne.jp� まで














下田　博次氏プロフィール

















